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令和 4年８月２６日 第１学年主任：柴田 裕子 

～ 2学期の過ごし方について ～ 

   

長い夏休みがもうすぐ終わります。中学生になってから初めて 

の夏休みはいかがだったでしょうか。 

暑さの中、多くの生徒が部活動に励んでいる姿を見てうれしく 

思いました。3年生が引退して、本格的にチームの一員として練 

習に取り組んでいる姿、大きなあいさつの声など、一回りたくま 

しくなったように思います。また、夏休みの課題であるワークや 

絵画、自由研究などに熱心に取り組んだ生徒もいるようです。 

どの分野でもかまいません。自分が真剣に取り組むことができ 

るものをみつけて、どんどん力を伸ばしてほしいと考えています。 

                     

さて、2 学期は 1 学期に負けないくらいたくさんの行事がありま

す。中学生活にも慣れてきたでしょうから、2学期は先を見通した行 

動を心がけてほしいものです。そのためには、「この先何があるか。」 

「それまでには何週間（何日）あるか。」「自分が一番に取り組まな 

ければいけないことは何か。」と具体的に考えて、計画を立てること。 

そしてそれを実行することが大切です。自分で考えて、自分で行動で 

きるようにご家庭でもご協力ください。 

うまくいかないこと、失敗することもあるかもしれませんが、辛 

抱強く見守ったり、結果が出たあとに声をかけたりするなど、子ども

の自立につながる接し方をお願いします。 

 

  

 

  
地域学習『1 日体験学習』について 

別紙にてお知らせしていますが、10月 20日に『1日体験学習』を計画しています。自分が住んでい

ても、瀬戸内市についてなかなか知らないことも多いようです。そこで、瀬戸内市についての調べ学習を

行います。また、1日体験学習では、コース別に体験を行うことで、瀬戸内市の歴史や文化、観光などに

ついて学びます。 

まずは、瀬戸内市役所の秘書広報課の方から 9 月 6 日・8 日に各クラスで、瀬戸内市についてのプレ

ゼンテーションをしていただきます。それを踏まえて、自分が体験したいコースを選びます。本日配付す

るアンケートに希望のコースを記入していただき、9月 12日（月）までに、担任に提出してもらいます。 

学年スローガン SUNRISE  

○日 ･･･人に優しく 

○の ･･･伸ばそう 自分の力！ 

○出 ･･･出る出る元気！あいさつで！ 

将来子どもに 

感謝される親チェック表 

１. 身の回りのことは子どもにさせ 

ている。 

２．問題があれば一緒に考えるが、

最終的には子どもに決めさせる。 

３．親の生活を犠牲にしてまで子ど

ものサポートをしない。 

（香川県教育委員会事務局子育て通信より） 


